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集会後、呼びかけ３労組と韓国、アメリカ、ドイツの労働者を先頭に、都心デモにうって出た（千代田区）

革
命
的
共
産
主
義
者
同
盟

革
共
同
は
何
を
め
ざ
す
か

７
０
０
円
＋
税

発
行
／
前
進
社

綱
領
草
案

意
を
述
べ
、
動
労
千
葉
弁
護
団
の
葉
山
岳
夫

弁
護
士
が
階
級
的
労
働
運
動
の
一
環
と
し
て

の
裁
判
闘
争
に
勝
利
す
る
と
発
言
し
た
。
国

鉄
闘
争
全
国
運
動
呼
び
か
け
人
の
伊
藤
晃
さ

ん
は
「
国
鉄
解
雇
撤
回
の
10
万
筆
署
名
が
労

働
者
の
結
集
力
を
よ
み
が
え
ら
せ
て
い
る
。

国
鉄
闘
争
全
国
運
動
に
と
っ
て
来
年
は
飛
躍

の
年
だ
」
と
力
強
く
訴
え
た
。

　
動
労
千
葉
の
長
田
敏
之
書
記
長
が
「
Ｊ
Ｒ

と
外
注
先
の
労
働
者
が
一
体
と
な
っ
て
闘
う

こ
と
で
外
注
化
を
止
め
る
」
と
宣
言
。
動
労

水
戸
の
石
井
真
一
委
員
長
は
被
曝
労
働
の
強

制
と
断
固
闘
い
、
外
注
化
を
粉
砕
す
る
と
き

っ
ぱ
り
と
述
べ
た
。
国
労
郡
山
工
場
支
部
の

橋
本
光
一
さ
ん
は
「
９
・
11
郡
山
闘
争
の
先

頭
に
動
労
総
連
合
の
青
年
が
立
っ
た
。
そ
の

決
意
に
応
え
る
」
と
表
明
し
た
。

　
動
労
総
連
合
の
青
年
組
合
員
か
ら
は
、
動

労
千
葉
の
北
島
琢
磨
青
年
部
長
、
動
労
水
戸

の
照
沼
靖
功
さ
ん
、
動
労
西
日
本
の
山
田
和

広
書
記
長
が
発
言
に
立
ち
、「
全
国
に
動
労

総
連
合
を
組
織
し
よ
う
」
と
訴
え
た
。

　
韓
国
か
ら
駆
け
つ
け
た
27
人
の
労
働
者
が

壇
上
に
並
ん
だ
。
民
主
労
総
ソ
ウ
ル
地
域
本

部
の
イ
ヒ
ョ
ン
チ
ョ
ル
副
本
部
長
は
、「
セ

ウ
ォ
ル
号
惨
事
は
資
本
の
貪
欲
（
ど
ん
よ

く
）
が
生
ん
だ
人
災
・
虐
殺
だ
」
と
弾
劾
し

真
相
究
明
を
求
め
る
遺
族
を
も
弾
圧
す
る
パ

ク
ク
ネ
政
権
へ
の
怒
り
を
あ
ら
わ
に
し
た
。

　
米
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
統
一
教
組
の
セ
シ
リ
ー

・
マ
イ
ア
ト
ク
ル
ス
副
委
員
長
は
、
闘
わ
な

い
前
労
組
執
行
部
を
打
倒
し
て
執
行
部
を
握

っ
た
闘
い
の
教
訓
を
語
り
、
組
合
を
つ
く
り

変
え
教
育
民
営
化
と
対
決
す
る
中
で
市
教
育

長
を
辞
任
に
追
い
込
ん
だ
と
報
告
し
た
。

　
滞
日
・
在
日
外
国
人
労
働
者
が
勢
ぞ
ろ
い

し
、
ク
ル
ド
の
人
び
と
が
民
族
解
放
の
闘
い

へ
の
支
援
を
熱
烈
に
訴
え
た
。

　
改
憲
・
戦
争
反
対
、
反
原
発
の
闘
い
を
代

表
し
、
と
め
よ
う
戦
争
へ
の
道
！
百
万
人
署

名
運
動
の
西
川
重
則
事
務
局
長
、
長
崎
被
爆

者
・
Ｎ
Ａ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
ナ
ガ
サ
キ
の
城
臺
美
彌
子

さ
ん
、
福
島
診
療
所
建
設
委
員
会
の
佐
藤
幸

子
さ
ん
が
熱
い
思
い
と
決
意
を
語
っ
た
。

　
現
場
か
ら
東
京
西
部
ユ
ニ
オ
ン
鈴
木
コ
ン

ク
リ
ー
ト
工
業
分
会
の
吉
本
伸
幸
書
記
長
、

大
阪
・
高
槻
の
植
木
団
地
労
組
を
始
め
、
教

育
労
働
者
、
解
雇
撤
回
を
闘
う
沖
縄
の
日
本

Ｉ
Ｂ
Ｍ
・
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
労
組
、
愛
媛

県
職
労
、
郵
政
非
正
規
ユ
ニ
オ
ン
、
小
竹
運

輸
グ
ル
ー
プ
労
組
、
医
療
労
働
者
、
国
鉄
闘

争
全
国
運
動
・
新
潟
、
そ
し
て
全
学
連
の
斎

藤
郁
真
委
員
長
が
闘
い
を
報
告
し
た
。

　
集
会
で
は
さ
ら
に
「
集
団
的
自
衛
権
行
使

・
憲
法
改
悪
反
対
労
組
声
明
」
と
「
セ
ウ
ォ

ル
号
惨
事
に
関
す
る
決
議
」
を
採
択
し
た
。

　
参
加
者
は
解
雇
撤
回
・
安
倍
打
倒
の
コ
ー

ル
を
響
か
せ
て
新
橋
―
銀
座
―
東
京
駅
の
都

心
へ
デ
モ
に
出
た
。
沿
道
か
ら
は
熱
い
視
線

が
注
が
れ
、
声
援
が
送
ら
れ
た
。

　
集
会
を
呼
び
か
け
た
３
労
組
の
各
代
表
が

発
言
し
た
。
全
国
金
属
機
械
労
組
港
合
同
の

中
村
吉
政
委
員
長
は
、
国
鉄
１
０
４
７
名
解

雇
撤
回
闘
争
に
勝
利
し
な
け
れ
ば
不
当
労
働

行
為
は
や
り
た
い
放
題
に
な
る
と
述
べ
、
国

鉄
闘
争
全
国
運
動
が
今
日
ま
で
国
鉄
闘
争
を

継
続
し
て
き
た
こ
と
の
意
義
を
強
調
し
た
。

全
日
建
運
輸
連
帯
労
組
関
西
地
区
生
コ
ン
支

部
の
西
山
直
洋
執
行
委
員
は
、「
安
倍
政
権

に
対
し
労
働
者
の
団
結
力
を
見
せ
つ
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
と
も
に
団
結
し
勝
利
し
よ

う
」
と
訴
え
た
。
動
労
千
葉
の
田
中
康
宏
委

員
長
は
、「
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
を
か
ち

と
り
、
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
決
着
を
つ
け

る
。
Ｊ
Ｒ
の
外
注
化
・
非
正
規
職
化
の
攻
撃

を
粉
砕
す
る
。
安
倍
を
打
倒
し
戦
争
へ
の
道

を
止
め
る
」
と
鮮
明
な
決
意
を
述
べ
た
。

　
三
里
塚
芝
山
連
合
空
港
反
対
同
盟
の
市
東

孝
雄
さ
ん
、「
許
す
な
改
憲
！
大
行
動
」
代

表
呼
び
か
け
人
の
鈴
木
達
夫
弁
護
士
、「
星

野
さ
ん
を
と
り
戻
そ
う
！
全
国
再
審
連
絡
会

議
」
の
星
野
暁
子
さ
ん
が
連
帯
あ
い
さ
つ
。

　
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
へ
、
動
労
千

葉
争
議
団
の
中
村
仁
さ
ん
、
国
労
小
倉
闘
争

団
の
羽
廣
憲
さ
ん
が
最
後
ま
で
闘
い
ぬ
く
決

圧
倒
的
な
高
揚
感
で
集
会
を
か
ち
と
り
、「
戦
争
と
民
営
化
の
安
倍
政
権
を
打
倒
す
る
ぞ
」
と
団
結
を
固
め
た
（
東
京
・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
）

戦
争
反
対
！ 

民
営
化
う
ち
破
れ
！

「安倍倒せ」5700人の訴え

11 

・ 

２

労
働
者

大
集
会

　
11
・
２
全
国
労
働
者
総
決
起
集
会
は
東
京
・
日
比
谷
野

外
音
楽
堂
に
５
７
０
０
人
を
結
集
し
て
圧
倒
的
に
高
揚
し

た
。
集
会
は
、
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
と
民
営
化
・
外
注

化
・
非
正
規
職
化
阻
止
を
軸
に
国
鉄
決
戦
に
勝
利
し
、
戦

争
・
改
憲
と
原
発
再
稼
働
の
安
倍
政
権
を
打
倒
す
る
熱
意

と
決
意
に
あ
ふ
れ
た
。
韓
国
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
の
労

働
者
を
迎
え
て
の
集
会
は
、
国
境
を
越
え
た
国
際
連
帯
の

力
を
示
し
、
全
国
の
職
場
で
の
資
本
と
の
攻
防
が
力
強
く

報
告
さ
れ
、
階
級
的
労
働
運
動
再
生
の
展
望
が
開
か
れ

た
。「
全
国
に
動
労
総
連
合
を
」
の
闘
い
が
始
ま
っ
た
。

集
会
後
の
デ
モ
は
都
心
を
揺
る
が
し
、
安
倍
打
倒
の
コ
ー

ル
が
響
き
わ
た
っ
た
。（
詳
報
は
本
紙
次
号
）

動労総連合を全国につくろう

現
場
か
ら
熱
い
闘
い
の
報
告

３
労
組
が
国
鉄
闘
争
の
決
意

韓
国
と
ア
メ
リ
カ
か
ら
連
帯
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集団的自衛権行使・憲法
改悪に反対する労組声明

　
わ
れ
わ
れ
は
７
月
１
日
に
強
行
さ
れ
た

集
団
的
自
衛
権
行
使
を
認
め
る
閣
議
決
定

を
絶
対
に
許
さ
な
い
。「
国
権
の
発
動
た

る
戦
争
は
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
」「
国

の
交
戦
権
は
こ
れ
を
認
め
な
い
」
と
定
め

た
は
ず
の
憲
法
は
踏
み
に
じ
ら
れ
、
戦
争

へ
の
歯
止
め
が
外
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
歴
史
の
分
岐
点
に
立
っ
た
。

戦
争
へ
の
道
を
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
は
ど
ん
な
困
難
を
伴
お
う
と
や

り
と
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
課
題
だ
。
そ

れ
は
平
和
を
求
め
る
労
働
者
の
特
別
の
任

務
だ
。

　
安
倍
首
相
は
、「
安
全
保
障
環
境
は
変

Ｊ
Ｒ
外
注
化
粉
砕

セシリー・マイアトクルス
ロサンゼルス
統 一 教 組

動
労
千
葉
の
長
田
敏
之
書
記
長
が
Ｊ
Ｒ
の
で
た

ら
め
な
外
注
化
を
必
ず
う
ち
砕
く
と
戦
闘
宣
言

国
鉄
解
雇
撤
回
動
労
千
葉
争
議
団
と
４
・
９
政
治
和
解
を
拒
否
し
た

国
労
闘
争
団
が
勝
利
の
日
ま
で
闘
う
と
決
意
を
表
明

韓
国
民
主
労
総
民
主
労
総
ソ
ウ
ル
本
部
の
イ
ヒ
ョ
ン
チ
ョ
ル
副
本

部
長
が
労
働
者
国
際
連
帯
を
熱
く
ア
ピ
ー
ル
し
た

の
侵
略
戦
争
は
、
内
に
向
け
た
労
働
者
へ

の
戦
争
と
ひ
と
つ
の
も
の
だ
。

　
現
に
、
社
会
丸
ご
と
の
民
営
化
、
総
非

正
規
職
化
や
解
雇
自
由
化
、
派
遣
法
大
改

悪
、
国
家
戦
略
特
区
の
指
定
な
ど
、
労
働

者
の
権
利
と
未
来
を
打
ち
砕
く
攻
撃
が
加

え
ら
れ
て
い
る
。
特
に
教
育
と
報
道
が

激
し
く
攻
撃
さ
れ
、「
貧
困
に
よ
る
徴
兵
」

が
若
者
た
ち
に
の
し
か
か
ろ
う
と
し
て
い

る
。
福
島
で
は
人
類
が
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
大
規
模
な
放
射
能
汚
染
が
拡
大
し
て

い
る
の
に
、
真
実
を
隠
し
、
２
０
０
万
県

民
が
見
殺
し
に
さ
れ
て
い
る
。
沖
縄
で
は

新
た
な
米
軍
基
地
建
設
が
始
ま
ろ
う
と
し

制
定
し
た
の
だ
。
そ
し
て
、
財
界
の
念
願

の
要
求
に
応
じ
て
武
器
輸
出
三
原
則
を
見

直
し
た
の
だ
。

　
す
べ
て
の
戦
争
は
「
自
衛
」
の
名
に
お

い
て
始
ま
る
。
か
つ
て
歩
ん
で
し
ま
っ
た

ア
ジ
ア
諸
国
へ
の
侵
略
戦
争
が
い
か
な
る

経
過
を
た
ど
っ
て
泥
沼
の
よ
う
に
拡
大

し
、
ど
れ
ほ
ど
の
惨
禍
を
民
衆
に
強
制
し

た
の
か
。
安
倍
首
相
は
そ
の
戦
争
を
崇
高

な
行
為
と
し
て
賛
美
し
、
再
び
国
家
主
義

や
排
外
主
義
、
領
土
問
題
を
あ
お
っ
て
、

憎
悪
と
恐
怖
を
時
代
の
精
神
に
仕
立
て
あ

げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　「
戦
争
を
す
る
国
」
へ
の
転
換
、
外
へ

こ
そ
団
結
を
取
り
戻
そ
う
。
労
働
組
合
を

よ
み
が
え
ら
せ
よ
う
。
労
働
者
の
闘
い
こ

そ
が
戦
争
を
止
め
る
力
だ
。

　
資
本
家
た
ち
が
引
き
起
こ
す
強
盗
戦
争

を
止
め
る
た
め
に
全
世
界
の
労
働
者
が
固

く
ス
ク
ラ
ム
を
組
も
う
。
労
働
者
の
国
際

連
帯
を
か
け
て
改
憲
と
戦
争
に
突
き
進
む

反
動
安
倍
政
権
を
打
倒
し
よ
う
。

　
２
０
１
４
年
11
月
２
日

　全
日
本
建
設
運
輸
連
帯
労
働
組
合
関
西
地

区
生
コ
ン
支
部

全
国
金
属
機
械
労
働
組
合
港
合
同

国
鉄
千
葉
動
力
車
労
働
組
合

化
し
た
」「
自
由
や
幸

福
追
求
の
権
利
、
国
民

の
生
命
が
脅
か
さ
れ

て
い
い
の
か
」「
必
要

最
小
限
の
武
力
行
使
は

憲
法
上
許
さ
れ
る
」
と

言
っ
て
、
集
団
的
自
衛

権
行
使
を
正
当
化
す

る
。
し
か
し
、
彼
ら
が

守
ろ
う
と
し
て
い
る
の

は
貪
欲
（
ど
ん
よ
く
）

な
資
本
家
た
ち
の
利
益

で
あ
り
そ
の
国
家
だ
。

そ
の
た
め
に
血
を
流
せ

と
言
っ
て
い
る
の
だ
。

そ
の
た
め
に
青
年
を
戦

場
に
送
ろ
う
と
し
て
い

る
の
だ
。「
真
実
な
ど

見
る
な
、沈
黙
し
ろ
！
」

と
特
定
秘
密
保
護
法
を

て
い
る
。
日
米
防
衛
協
力
の
指

針
が
改
定
さ
れ
、
来
春
の
通
常

国
会
で
は
無
数
の
関
連
法
や
治

安
弾
圧
立
法
の
成
立
が
画
策
さ

れ
て
い
る
。
何
も
か
も
が
戦
争

を
す
る
こ
と
を
前
提
に
組
み
替

え
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
安
倍
政
権
を
戦
争
に
突
き
動

か
し
て
い
る
の
は
資
本
主
義
体

制
の
出
口
な
き
危
機
だ
。
世
界

恐
慌
が
生
み
出
し
た
深
い
危
機

が
イ
ラ
ク
で
、
シ
リ
ア
で
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
で
、パ
レ
ス
チ
ナ
で
、

そ
し
て
東
ア
ジ
ア
で
戦
争
へ
の

衝
動
を
生
み
出
し
て
い
る
。

　
30
年
余
り
猛
威
を
振
る
っ
た

新
自
由
主
義
攻
撃
は
、
限
度
を

こ
え
た
社
会
的
崩
壊
を
生
み
出

し
、
怒
り
の
声
は
社
会
の
隅
々

ま
で
積
み
あ
が
っ
て
い
る
。
今

１
０
０
万
人
の
署
名
で
星
野
文
昭
さ
ん

を
取
り
戻
そ
う
！

11
月
29
日
（
土
）
午
後
２
時
開
会

四
谷
区
民
ホ
ー
ル
（
新
宿
区
内
藤
町
87
）

主
催
／
星
野
さ
ん
を
と
り
戻
そ
う
！

　
　
　
全
国
再
審
連
絡
会
議

12
・
６
国
会
デ
モ

日
米
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
粉
砕
！
　
秘
密
保
護
法

絶
対
反
対
！
　
安
倍
を
倒
せ
！

12
月
６
日
（
土
）
午
後
１
時
集
合

２
時
デ
モ
出
発
／
新
橋
駅
Ｓ
Ｌ
広
場

主
催
／
全
日
本
学
生
自
治
会
総
連
合

　
　
　（
斎
藤
郁
真
委
員
長
）

前
進
社

国
賠
判
決

東
京
都（
警
視庁 

）に
賠
償
命
令
詳
報
は

本
紙
次
号

（抜粋）

滞日・在日外国人労働者 多くの難民申請者・仮放免者たちが
「生きさせろ」「戦争反対」を訴え

城臺美彌子さ　
　ん

ＮＡＺＥＮ
ナガサキ

「ユニオンパワー・グループが労組執行部を握りました」と報告

放射能汚染、健康被害への怒りに燃えて
デモをする福島をはじめ被災地の人びと福島と連帯し全原発廃炉へ

国際連帯で世界を変えよう

（ ）（さ　
　ん

じょう

）
「改憲と戦争への道を進む安倍政権を許さない」

だい み や こ

11
・
29
星
野
全
国
集
会


